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1970 年台までの衛星には、2 種類のアンテナ、すなわち、ワイヤーアンテナと球形ダブ

ルプローブが利用されてきておりました。日本の EXOS-B, EXOS-C などにはワイヤーアン

テナが採用され、プリアンプとはトランス結合方式であります。あけぼのやジオテイルで

は、直流電場から 10MHz までの高周波電波の電界までを計測することが目的であり、定量

的に計測するには、それぞれの周波数レンジにおける宇宙空間プラズマ中のアンテナイン

ピーダンス及びアンテナの実効長を知ることが必須であります。しかし、これらについて

の論文、特に実証データによる論文はほとんどないのが実態でありました。私自身も電離

層中でのロケット実験は経験があるものの、光電子が大きく作用する磁気圏中の衛星観測

は全く経験がありません。波動チーム、電場チームの先生方にいろいろと教えていただき

ながら検討を進めておりました。 
そんな中、ホイスラの理論で有名なストーレイ先生から激励のお手紙をいただきました。

さっそく、ジオテイルの波動チーム（PI:松本紘先生）の皆様には紹介いたしました。 
これを読みますと、当時、どのようなアンテナが望ましいのか、NASA でも議論があっ

たことが分かります。異なるタイプのアンテナを用いて波動観測をする場合、センサーの

利得・位相の周波数特性を知る必要がありますが、ジオテイルで開発された波動・電場共

用のセンサーではそれが実測可能であります。また、３軸サーチコイル磁場センサーとの

較正もできるため、電磁界 5 成分の計測による伝搬ベクトル、ポインティングベクトルの

計測が可能となりました。ジオテイルプロジェクトにおいては、波動チーム、電場チーム

の密接な連携により情報共有されたことがすぐれた観測システムを実現することを可能に

したものと思います。 



 


